
 

 

 

 

 

東京書籍         は，ご経験の浅い先生方にも使いやすい，指導しやすい教科書を目指しました。

以下にそのポイント 5 つをご紹介します。 

①ひとめで家庭科の見方・考え方が分かります。 

新学習指導要領には，生活をよりよくしようと工夫する資質・能力を身に付ける過程で，家庭科の見方・考え

方を働かせることが示されています。また，家庭科の見方・考え方は 4 つあり，それらが主に対応する内容も示

されています。 

本教科書では，家庭科の見方・考え方を「家庭科の窓」として示しました。ガイダンス（教科書 p.4-5）には，

「家庭科の窓」の説明を掲載するとともに，児童が見方・考え方を働かせるためのヒントとなる投げかけも示し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供のキャラクターの吹き出しで 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「導入ページの構造化」と「3 ステップ展開」で， 

問題解決的な思考力が身に付きます。 

新学習指導要領では，学習過程が重視されています。本教科書

では，教科書に沿って授業を進めることで，問題解決的な学習を

行うことができます。15 大題材すべてが，この展開で構成されて

いるので，学習を通して，児童は，問題解決的な思考力を身に付

けることができます。 

 

児童が見方・考え方を働かせるためのヒントとなる投げかけ。 
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2 教 内容解説資料  この資料は，2 年度小学校教科書の内容解説資料として，一般社団法人教科書協会「教科書発行者行動規範」に則っております。 

（家庭 501） 

見方・考え方を生活の中で働かせられるよう，身近なキャ

ラクターの吹き出しで，具体的な見方・考え方を示しました。 

さらに，各大題材で重視する家庭科の見方・考え方がひと

めで分かるように，各大題材のタイトル横に，「家庭科の窓」

を設置しました。（②参照）。 

 



 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ１・２・３   

各ステップでも学習を見通せるよう，「めあて」を掲載しました。さらに，「ふり返ろう」も掲載し，児童自身

で自己評価できるようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リード文と学習の流れ 

リード文・学習の流れで，この大題

材で何ができるようになるのかを児

童と共有します。 

 

ステップ 1 課題発見 ステップ１で，生活の中での課題を発見します。 

 

家庭科の窓（見方・考え方） 

家庭科の窓に書かれている視点を働

かせて考えると，生活の中での課題

が見えてきます。 

 

 

ステップ２ 計画・実践   ステップ 1 の気づきを心にとめ，ステップ 2 では，実践を通して，学習を身に付けます。 

ステップ３ 評価・改善   ステップ 3 では，ステップ 1・2 で主体的・対話的に学んだ知識・技能，身に付けた

思考力・判断力・表現力を総合して取り組む「活動 深めよう」を中心に学習します。 

第 3 大題材 リード文・学習の流れ 

「針と糸を使って，手縫いで作品を作

ることができるようになって，自分の

生活を工夫できるようになる」という

ゴールを見通します。 

 

第 3 大題材 家庭科の窓 

健康・快適・安全の視点や生活文化の

視点から，課題や解決方法を見つけま

す。 

 

第３大題材 ステップ 1 
具体的に針と糸を使ってできている物には，どのような物がある

か話し合う活動を入れています。この活動により，針と糸を使って
製作された物で日常生活を快適に送っていることに気づいたり，そ
の大切さに気づいたりすることができます。 

 

第 3 大題材 ステップ２ 

ここでは，針と糸の使い方を学びます。安全に気をつけて作業で
きるように知識・技能を確実に身に付けます。さらに，ただ工程に
沿って製作するのではなく，なぜこの作業をするのか，考えながら，
製作が進められるよう活動を指示しています。 

 

 

第 3 大題材 ステップ 3 
学習した手縫いの知識・技能を使い，生活に生かしたい物の製作

計画を自分で考えたり，友達と話し合ったりする活動を入れ，深い
学びへとつなげています。 

 

 

③吹き出しの活用で理解を深める 

新学習指導要領の「指導計画の作成と内容」の解説に「調理や

製作等の手順の根拠について考えたり，実践する喜びを味わった

りするなどの実践的・体験的な活動を充実すること。」と明記さ

れています。本教科書では，児童が根拠を考える際のヒントとな

る吹き出しを掲載しました。 

 


